
横手北スマートＩＣの計画概要

横手北スマートＩＣ大曲ＩＣ
横手ＩＣ

対象車種 ＥＴＣ搭載車 全車種

利用形態 一旦停止型・フルインター

運用形態 ２４時間

完成見込 平成３１（2019）年８月

L=20.9km
L=14.4km L=6.5km

秋田自動車道



横手北スマートＩＣの計画概要

横手北スマートＩＣ

横手北スマートＩＣ～ 主要幹線道路へのアクセス道路図

（主）横手大森大内線

大曲ＩＣ↑

横手ＩＣ↓
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期待される効果

１.高速道路を利用する“お客さま”の
利便性向上

２.地域活性化の支援

３.医療支援の強化

４.災害支援の強化

○ 横手北スマートインターチェンジを設置することにより、以下に示す

整備効果が期待できます。



期待される効果【１.利便性向上】
○横手市北西部から高速道路ＩＣへのアクセス性向上により、

『横手市のＩＣ10分カバー圏域人口が約10％増加（横手市の約６割が
ＩＣ１０分カバー圏域に）』し、通勤、通学、レジャーなど、地域住民
の広域活動の活性化が期待。
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期待される効果【２.地域活性化の支援】

横手北
スマートＩＣ

横手北スマートＩＣ
利用ルート

2-1.産業支援（物流の向上）

○流通拠点及び農業関連施設へのアクセス時間の短縮

▼利用例
（横手卸センター）

・横手卸センター 約１６分短縮

・横手ライスセンター 約 ７分短縮

・大雄カントリーエレベーター 約 ３分短縮

▼横手北スマートＩＣの利用イメージ

横手卸センター

利用が見込まれるＪＡ
関連施設
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期待される効果【２.地域活性化の支援】
2-2.産業支援（農産物の販路拡大、付加価値の増大）

○ 横手市は農業の盛んな地域で、農業総生産が県平均の４倍、生産量県内
一位の農産物が多く、横手北スマートＩＣ設置により「輸送時間の短縮」、
「荷痛みが減少」し、鮮度を保ちながら運搬でき、新しい販路の拡大が期待。

▼ＪＡふるさとの生産量割合（県内シェアの高いもの）

※ＪＡふるさと管轄地域：横手市全域、美里町の一部
※出典：Ｈ23年度ＪＡ秋田ふるさと農産物生産量実績

▼県内市町村別農業総生産額ベスト５

※出典：Ｈ26年度秋田県市町村民経済計算



期待される効果【２.地域活性化の支援】
2-3.交流支援

○横手市は、「スポーツ立市よこて」を宣言しており、バレーボール、バス
ケットボール、野球が特に盛んな地域で、県内外からの集客が見込まれる
とともに、地域間交流の促進が期待。

横手北
スマートＩＣ

・横手体育館 約７分短縮
・スタジアム大雄 約４分短縮
・南部シルバーエリア 約４分短縮

▼各施設へのアクセス動線イメージ

横手体育館
年間利用者数 48,658人

（平成２８年度）

スタジアム大雄
年間利用者数 26,084人

（平成２８年度）

横手北スマートＩＣ
利用ルート
利用が見込まれる
スポーツ施設
南部シルバーエリア
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期待される効果【３.医療支援の強化】
○平鹿総合病院への搬送時間の短縮

横手市と大仙市は、全国平均を超える高齢化率で、また大仙市から平鹿総合
病院（県南地域唯一の地域救命救急センター）への救急搬送件数は増加傾向。

横手北
スマートＩＣ

▼救急搬送時間の変化

横手北スマートＩＣ利用ルート

・大仙市からの搬送時間 約７分短縮

現況ルート（一般道）
現況ルート（高速道路）
横手北スマートＩＣ利用ルート
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期待される効果【４.災害支援の強化】
○災害応援自治体から横手市内の洪水避難場所への迅速な救護活動、救援

物資輸送などが可能となり、地域住民の安全、安心に大きな効果が期待。

横手北
スマートＩＣ

▼水害発生時の救援・救護活動の動線イメージ
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秋田自動車道E46

横手北スマートＩＣの完成イメージ

横手北スマートＩＣ

←横手ＩＣ

大曲ＩＣ→

県道２９号線 料金所
←国道１３号線
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